


















































































語尾「 」「 」の発音では「 」の音は無声化する 母音「 」は、「 」のまま
発される。この二つの特徴はウクライナ語に固有の特徴である。
二重子音の発音に際して、「 」「 」「 」「 」「 」「 」は硬子音では発音されない。
芳之内 雄 二
子音「 」が「 」で発音されることはない。（ ）








































































































































































































































社ほどの中で、年間 点以上を刊行しているのは 社ほどで、 点を刊行しているの
が大半の 社、残りの出版社は 点以下だと説明している（資料 ）。若い企業が多く、
しかも年間 点以下の図書刊行出版社が多いことは、零細企業が多いと言えるであろう。
ウクライナの図書出版の衰退の原因はいくつもあるが、最大要因の一つは、ヨーロッパで最



















































































（『文化国際研究』第 巻 、 年、東京都立短期大学文化国際学科）
．岩崎正吾「ウクライナにおける教育改革の現状と課題 」
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